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●
は
じ
め
に

　

那
須
与
一
宗
隆
は
、
源
平
合
戦
さ
な
か

の
元
暦
２（
１
１
８
５
）年
、
讃
岐
国
屋
島

（
現
、
香
川
県
高
松
市
）で「
扇
の
的
」を
射

落
と
し
、
一
躍
有
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
活
躍
は
、『
平
家
物
語
』や『
源
平
盛
衰

記
』と
い
っ
た
物
語
で
、
今
日
ま
で
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
は
、
与
一
が
生
ま
れ
育
っ
た

場
所
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
与
一
の

郷
」と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な「
与
一
の
郷
・
大
田
原
」に
は
、
与
一
の

銅
像
や
絵
画
な
ど
の
作
品
が
至
る
所
に
あ

り
、
色
々
な
場
所
で
与
一
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
出
会
え
る
与
一
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

１   「
与
一
像（
騎
射
像
）」（
南
金
丸
）

　

こ
の
与
一
は
、
南
金
丸
の
道
の
駅
・
那

須
与
一
の
郷
に
あ
る
銅
像
で
す
。
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
に
日ひ
は
ら原 

公こ
う
だ
い大 

氏（
芸
術
文

化
研
究
所
所
長
）が
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
像
は
、
屋
島
の
戦
い
で
馬
に
ま
た

が
り
扇
の
的
を
狙
う
与
一
の
姿
を
再
現
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
与
一
像
が

狙
う
先
を
見
る
と
、
紅
色
の
扇
の
的
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
与
一
関
連
の
資

料
や
伝
承
な
ど
を
紹
介
す
る
那
須
与
一
伝

承
館
も
あ
り
ま
す
。

２   「
は
じ
め
像
」（
元
町
）

　
「
は
じ
め
像
」は
、
大
田
原
女
子
高
等
学

校
と
大
田
原
郵
便
局
の
間
に
あ
る
交
差
点

の
一
角
に
建
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
日
原

氏
が
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
与
一
は
、
彼
が
子
ど
も
の
頃
、
弓

の
訓
練
に
励
ん
で
い
た
様
子
を
再
現
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
与
一
の
訓
練
方
法
は
、
法
師

峠
周
辺（
現
、
南
金
丸
・
湯
津
上
）で
空
飛

ぶ
鳥（
ヒ
バ
リ
）の
蹴
爪
を
狙
っ
て
射
る
と

い
う
、
と
て
も
難
易
度
が
高
い
も
の
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

３   「
那
須
与
一
図（
壁
画
）」（
美
原
）

　

こ
の
与
一
に
は
、
美
原
に
あ
る
真
中
満

記
念
球
場（
美
原
公
園
第
２
球
場
）の
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
裏
で
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
作
品
は
、平
成
５（
１
９
９
３
）

年
に
大
田
原
中
学
校
の
美
術
部
員
の
生
徒

が
制
作
し
、市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

高
校
総
体
ご
臨
席
の
た
め
、
大
田
原
市

に
ご
来
市
さ
れ
る
当
時
の
皇
太
子
ご
夫
妻

に
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
、
わ
ず
か
３
か
月

で
完
成
さ
せ
た
大
作
で
す
。

市
内
で
出
会
え
る
那
須
与
一

特
集

道の駅那須与一の郷の与一像

元町のはじめ像

真中満記念球場（美原公園第２球場）の壁画
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４   「
い
の
り
像
」（
野
崎
）

　

こ
の
与
一
は
、
Ｊ
Ｒ
野
崎
駅
の
ロ
ー
タ

リ
ー
の
一
角
に
建
っ
て
お
り
、
弓
を
挟
み
、

手
を
合
わ
せ
て
祈
る
姿
で
再
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
与
一
が
祈
る
」と
い
う
と
、「
扇
の
的
」の

直
前
に「
南
無
八
幡
大
菩
薩
…
…
」と
神
々

に
祈
っ
た
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
与
一
は
、「
扇
の
的
」の
成

功
を
祈
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ま

の
健
康
や
安
全
、
そ
し
て
市
の
繁
栄
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

今
回
は
、
市
内
で
出
会
え
る
与
一
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
佐
久
山
や

中
央
１
丁
目（
大
田
原
信
用
金
庫
本
店
前
）、

大
田
原
市
役
所
本
庁
舎
、
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
、
市
内
各
所
に
与
一
に
関
す
る
作
品
が

あ
り
、
身
近
な
場
所
で
与
一
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
身
の
回
り
で
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ょ
ん
な
と
こ
ろ
に
、

与
一
が
隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
（
２
０
）０
２
２
０

金燈籠交差点のイルミネーション
（冬期限定で出会える与一）

　

こ
の
た
び
寄
贈
さ
せ
て
頂
い
た
作
品
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
ど
ち
ら
も
画
の
半
分
は
海
の
場
面
を
占
め
て
お
り
、
荒
々
し
い
波
は
複
雑
に

表
現
さ
れ
源
平
両
陣
営
の
張
り
つ
め
た
心
情
を
表
す
と
と
も
に
自
然
界
に
対
す
る
畏

敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
焼
け
の
空
は
穏
や
か
に
優
し
く
永
遠
を
示
し
、
そ
こ
に
飛
び
交
う
の
は『
金
と
銀
』

が
英
霊
た
ち
、『
赤
や
青
な
ど
』が
存
命
の
人
々
の
祈
り
で
す
。

　

屋
島
の
戦
い
で
扇
を
射
抜
い
た
出
来
事
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
弓
の
名
手

の
那
須
与
一
ひ
と
り
だ
け
で
成
し
得
た
業
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
き
っ
と
多
く

の
人
た
ち
の
、
目
に
は
見
え
な
い
様
々
な
思
い
が
力
と
な
っ
て
後
世
に
語
り
継
が
れ

る
偉
業
と
な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
中
が
試
練
の
時
で
す
。
し
か
し
、
平
穏
な
社
会
へ
の
人
類

の
真
剣
な
願
い
は
必
ず
や
新
た
な
光
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
さ
に
今
回
、
独
自
の
手
法
で
丹
念
に
描
き【
光
あ
る
未
来
】に
向
け
て
希
望
を
繋

げ
る
こ
と
こ
そ
私
の
役
目
で
あ
っ
た
と
固
く
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
鈴
木　

正
一

　

平
成
30
年
１
月
お
よ
び
令
和
３
年
８
月
に
那
須
与
一
の
絵
画
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
画
家
の
上か
み
す
ず
き

鈴
木 

正し
ょ
う
い
ち一 

氏（
那
須
塩
原
市
）か
ら
、
那
須
与
一
の
特
集
に
あ

わ
せ
、
作
品
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。
な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
市
役
所
本

庁
舎
６
階
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

１作目の『那須与一（時）』とともに
（津久井市長と上鈴木ご夫妻）

『那須与一（時）』と対となる『扇の的図』
（本年８月に寄贈）

　今月の特集に那須与一
が選ばれた理由がわかる
かな？
　与一は12人兄弟の11
男、つまり10あまり１で

「余一」から「与一」と名づ
けられたんだよ。このこ
とから「11」つながりで選
ばれたんだって。

野崎駅のいのり像
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